
汎用弁のメンテナンス

＜〉串彗…妻 ＝　ｒ’リレブと作彗薫勢陛』　＜〉

汎用弁のメンテナンス

風間　洋一郎＊

　１ ．メンテナンスの必要１生

　バルブの使用箇所によっては、バルプのメンテナ

ンス不備による事故は安全上、重大な問題を引き起

こすことになる 。本稿では、産業用バルブの内、一

般弁と呼ばれている仕切弁、ヨ三型弁、逆止弁を対象

にそのメンテナンスについて述べる。なお、使用条

件に適したバルブが選定されていることが前提とな

るが、本稿では紙面の都合でバルブ選定の詳細は害ヨ

愛する 。バルブの選定については 、バルブ技報

Ｖｏ１ ，１呂，Ｎｏ ，２．２００３に記載されているミニ特集２など

を参照願いたい 。
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　２ ．バルブの構造

　バルブの仕様選定上のポイントは次の通りであ

る。

Ｑ　使用条件に最適な弁種と付加機能を選択する

　　こと
。

　＠　使用圧力、温度を考慮した圧カクラス 、要部

　　材質が選定されていること 。

　ゆ　パッ キンやガスケ ット仕様が使用条件に適合

　　していること 。

　＠　開閉頻度が極端に多いまたは少ないケースや

　　設置場所が極めて特殊でメンテナンスが困難な

　　場合は、バルブメーカに相談すること 。

　バルブメーカは、使用条件を入力することで 、最．

適なバルブを選定する「バルブ杜様選定システム」

保有しているメーカもあり 、バルブ選定が困難な場

合には、バルブメーカに相談するのも」法である 。

　２－１　仕切弁（Ｇａ梅Ｖ昌１ｖｅ）

　図１に、仕切弁の構造を示す。また表１に各品番

と部晶名をまとめた。仕切弁は、テーパ形状のジス

ク（弁体）が弁箱内を上下し、流体を仕切るように

止めるバルブである。ハンドルを締め込むと 、ジス

図１　仕切弁（逆座付き〕

表１品番と部品名

品番 部品名 品番 部品名
ユ 弁箱 石 パッ キン押え

ふた ７ グランドナットヨ
一
ヨ 弁捧 呂 ガスケット

４ ジスク ９ パッ キン

Ｅ シート ユｏ 逆　座

クがくさび効果でシートを押圧することで漏れ止め

性能を発揮する 。メンテナンスの観点から見ると 、

選定に際しては次の要件が重要となる 。

　○　構造上、中間開度での使用はしない 。

　＠　高温 ・高圧での用途では、シール面にステラ

　　イトなどの高硬度材料を．盛金する仕様にする 。
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　＠　高い頻度のパッ キン交換が予想される場合に

　は、逆座付きを選定する 。

　２－２　玉形弁． （Ｇ；ｏｂｅＶ日１ｖ目〕

　図２に一般的な玉型弁の構造を示す。アングル弁

も内部の流体の流れ方向は異なるものの、基本的な

構造は１司じである 。玉形弁は外観形状が球状である

ことから 、玉形弁と呼ぱれている。ハンドルを締め

込むと 、ジスクが下降してシートを押圧して流体を

止める構造となっ ている 。仕切弁に比べ、確実に流

体を閉止できることから ・しば．しば遮断弁として使

用され糺またジスクの形状を変えることで流量特

性を容易に変更できる
。
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図３ベローズ弁

　（図３）。

　２－３　逆止弁（Ｃｈ目ｏｋ　Ｖ目１ｖ臼）

　図４に小口径で一般的であるリフトチャッ キ弁の

構造を、図５にスイングチャッ キ弁の構造を示す
。

　逆止弁は流体の流れを一定方向にするもので、流

体が逆流することを防止する機能を持ち 、流体の背

圧により流体を閉止する
。

＠　　＠　＠　　＠　　　　＠

図２　玉形弁｛逆座付き〕

仕様選定に際Ｌては仕切弁と同様の要件が重要と

な乱さらに玉形弁の構造から 、次のことにも留意

する必要がある
。

○　流量調整用に使用する場合、口径選定が遇大

　であると 、使用する開度が小さくなりエロージ

　’ ヨンの原因となる
。

＠　使用条件によっては、閉弁時のハンドル操作

　トルクが大きく 、設置場所によっ ては操作が困

　難な場合がある 。

ゆ　パッ キン交換などのメンテナンス頻度を低く

　した場合には、ベローズ弁の選定が有効である 図４　リフトチャッ キ弁
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図５　スイングチャッ キ弁
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　図６　グランド部構造

　メンテナンスの観点から見ると 、逆止弁は最初の

選定で不適切であると 、メンテナンス頻度が高くな

るばかりでなく 、配管金体の問題となるケースがあ

る。 したがって特に次のことへの留意が必要である 。

　０　流量を確保するためには、必要な開度まで開

　　弁していることが必要であり 、このためには一

　　定以上の流速が必要である 口

　＠　逆方向への閉止性能は、背圧が必要であり 、

　　背圧が小さい場合は、カウンタウエイト付きな

　　どの仕様を考える 。

　　　流遠が速すぎても遅すぎても弁体のチャタリ

　　 ングの原因となる。チャタりングはバルブの寿

　　命を極端に短くすることになる 口

　＠急閉弁によるウ才一タハンマなどが懸念され

　　る場合には、ダ ッシュポット付きを選定する 。

　３ ．使用上の注意事項

　ヨー１　グランドパッ キンの増し締め

　バルブ操作に伴うパッ キンの摩耗やパッ キン自体

の応力緩和によってグランドパッ キンからの漏れが

発生する。バルブの操作頻度が少ない場含でも 、パ

ッキンにかかる熱履歴などで、グランド漏れが発生

することがある 。このときには、グランドの増し締

めが必要となる 。

　図６に代表的なグランド都の構造を示すが、グラ

ンド漏れを止めるには、均等に２つのグランドナ ッ

トを締め付けることが重要である。なお、締め付け

の度舎いは、ナ ットの回転数でユ／６～１／２圓転程度

である 口増し締めは、締め付け後のハンドルトルク

はやや重く感じられる程度とする 。

　図７のようなＶ形パッ キンとスプリングを組み合

わせたグランド増し締め不要のタイプやグランドに

○リングを使用したバルブでグランド漏れが発峯し

た場合には、すぐにパッ キンの交換が必要となる 。

パッキン押えナ ット
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図７　増Ｌ締’め不要グランド

　３－２　ガスケ ットの増し締め

　バルブ本体とふたの間に装着されているガスケッ

トの増し締めは、希に必要となる。メンテナンス時

の注意点を述べる
。．
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　ガスケ ットの±曽し締めの際には、バルブを申間ま

たは全開とすることが重要である 。全閉で増し締め

をすると 、シートを損傷させるばかりか、弁棒を曲

げていまい、バルブ自体が操作不能とな命。またふ

たボルトは均等に増し締めしていくことが重要であ

る。

　ユニオンボンネ ットタイプのバルブでは、ガスケ

ットを切断しないため、図８のようにふたとユニオ

ンナ ットが共回りしないように増し締めをすること

が必要である。ユニオンナ ットの増し締め量は１／８

～ユ／６回転程度で、ユニオンナ ットの締め付けトル

クがメーカの推奨トルクを超えないことが重要であ

る。

　　　　　　　　６　ｏ　　 ふた　　ｏ　　　ｏ
（蹄と二は〕　 ｏ

ユニオンナット 　＠
　　　　　　　　　　　　　　　の

図８　ユニオン接続バルプの増し締め

　４ ．日常点検

　メンテナンスは、重大な問題となる前に軽微な段

階で異常をいかに早期に見つけるかが重要である
。

　日常点検では、配管、バルブや機器類で通常とは

異なる振動、異音、異臭や漏れがないかを点検し
、

もし異常が見つかれぱ、できるだけ早い段階での点

検が必要となる
。

　バルブのハンドル操作によって、バルブの異常の

相当程度を把握することができる 。’ ハンドルを操作

すると 、次のような堺象が観察されることがある
。

　ｌｒ〕グランド部の潤滑不足

　ハンドルを操作すると 、「キーツ 、キーツ」と異

音を発する 。この場合、バルブを全開に近い状態に

し、 弁棒とグランド部を清掃した上で適合する潤滑
斉１」を弁棒に塗布する。ノンライジングステムタイプ

のバルブは、分解して処置する必要がある
。

　特に流体が蒸気やガスなど、潤滑性のない流体で

使用している場合には、定期的な潤滑剤の塗布が必

要である 。

　（２〕弁棒ネジのすり滅り

　ハンドル操作トルクがかなり高くなったり 、ハン

ドルが上下方向に大きなガタが生じた場合には 、弁

棒ネジのすり減りが疑われる 。一般的には 、図ユＯに

示すように弁榛より 、雌ネジ側のふた側がすり減る

　３－３　 ’、ンド」レヰ果イ乍

　バルブを閉弁する場合、いきなり強く締め込むの

ではなく 、最初は軽く締め込み、その後バルプを少

し開いてシート付近の異物を吹き飛ばしてから閉弁

することで、シートに異物が噛み込みにくくなる
。

　弁体にＰＴＦＥなどを用いたバルブでは、図９に示

すように補助ハンドルを使用して締め込んではなら

ない。シートのクリープや破断の原因となる 。

補別」ハンドル耳｛呵

画
ｅ

　　　　　　　　　　　滅ふた側

雌ネジ〕
ｏ．

図９　補助ハンドル使用の制限 図１０　弁棒ネジのすり減り
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ことになる。このまま放置Ｌておくと 、最終的には

バルプは操作不能となる。早急に処置する必要があ

る。

　（ヨ〕パッキンの交換

　グランド部に堆積物があ ったり 、グランド都が黒

ずんでいる場含、グランド漏れの可能性が商い。堆

積物がある場合には、操作時に堆積物がグランド内

に入り込まないように堆積物を取り除くことが必要

である。次に、グランドの増し締めを行い。漏れが

止ま’らない場合には、メーカ指定の新品のパッ キン

に交換する必要がある 。

　１４〕バルブの分解点検やバルブ交換

　バルブを操作して 、これまでにない異音、振動 、

異常な流体音、機器類に異常や圧力低下が観察され

た場合、バルブ内部の異常を疑う必要がある 。放置

しておくと 、配管系全体や設備の故障にもつながる

こともあり 、おろそかにしてはならない。早急なバ

ルブの分解点検が必要である 。

　５ ．具体的なメンテナンスの方法

　５－１　作動検査 ・気密検査

　前項で述べたようにハンドルを操作することで 、

相当程度異常を発見することができる。異常が発見

された場合、早期に処置することが重要である 。ま

た特に通常、操作する機会がないバルブは定期的な

メンテナンスが必要である 。

　逆止弁は流体音、逆圧がかかったときの作動音や

振動を聴覚、触手または聴音棒などで確認し異常

を見イ寸けることができる 。

　気密検査は、常用圧力以
．．

ヒの圧力をかけ、石けん

水などをバルプ表面に塗布して外部漏れの有無を確

認することで行う 。

　５’２　グランドパッ キン交換

　安全のため、配管内の流体を抜いた上で実施する

ことが原員１」である 。緊急事態でどうしてもパッ キン

を交換する必要がある場合は、次の方法で交換する

ことができる 。ただ’し、 バルブに図１ 、図２に示す

逆座（バックシート）が装備されていることが前提

である 。また流体が毒性のある場合には、流体を完

全にぬくなど、安全を確傑Ｌなければならない 。

　○　バルブを全開にし、逆座を効かせる 。

　　　２つのパッ キン押さえナ ットを均等に少しず

　　ろ緩める 。緩めると 、グランド内の残圧が抜け

カ・｝夕一ナイフ

茗ぴ一蝸 ’

図１１　パッ キンの切断要領
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図悩宮〕玉形弁分解手順
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図１２１ｂ〕玉形弁分解手」１」員

　　るので、残圧が完全になくなるまで待つことが

　　必要である。次にグランドを外し、装着してい

　　るパッ キンをきれいに取り出す。新品のパッ キ

　　 ンがエンドレスの場合は図ユエに示すように鋭利

　　なカ ッタで切断し、切断部をユ２０度ずつずらし

　　てパッ キンボ ックスに挿入していく
。

　５－３　分解検査

　バルブの分解検査の際、バルブ内に残圧が残って

いないことを確認することが重要である 。仕切弁の

ようにバルブ内にポケ ット部がある構造のバルブ

は、 安全のためバルブを予め中間開度にして’残庄を

抜いてから分解するようしなければならない
。

　玉形弁を例に分解手頗を剛２に示す。仕切弁も玉

形弁と同様＃こ分解できるが、次の点に注意が必要で

ある
。

　○　弁体は弁棒先端に．引っ かけた状態となってい

　　るので、弁体を落とさないように気を付ける
。

　　再組立の際、弁体の方向が逆にならないよう

　　に、弁体と本体に合マークを入れること
。

　６ ．おわりに

　一般弁のメンテナンスについて概説したが、使用

条件、設置場所や使用バルブによっ ては 、さらに

種々の留意すべきことが加わることになると考えま

す。 読者の皆様に本稿が少しでもお役に立てぱ幸い

であります
。
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